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新型コロナの影響、
今も
全国共同調査

ジェンダー表現を考
える④
　インターネットで誰
もが情報の発信者・受
信者になる時代。そこ
では「釣り見出し」と
言われる問題あるジェ
ンダー表現が、流布し
ている。より適切な表
現で発信するためには
どうしたらよいかを、
考える。

　全国の会員を対象に
実施した「新型コロナ
感染症蔓延による医療
機関の影響調査」では、
患者数や保険診療収入
が、コロナ禍前の水準
に回復していない実態
が明らかに。

２０２２年

取材対応可能な方
募集中

　オンライン資格確
認システム導入の実
態について、取材対
応可能な方を募集し
ます。（詳細 4面）

　
新
型
コ
ロ
ナ

罹
患
者
増
加
の

中
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の

導
入
圧
力
が
強

ま
り
、
健
康
保

険
証
廃
止
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
の
一

本
化
も
表
明
さ
れ
た
。
マ
イ

ナ
カ
ー
ド
の
事
実
上
の
強
制

だ
が
、
デ
ジ
タ
ル
庁
等
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
今
以
て
取

得
は
任
意
と
記
載
さ
れ
て
い

る
▼
２
０
１
９
年
に
設
置
さ

れ
た
消
費
者
契
約
に
関
す
る

検
討
会
で
消
費
者
庁
が
提
出

し
た
資
料
「
い
わ
ゆ
る
『
つ

け
込
み
型
』
勧
誘
に
関
す
る

取
消
権
等
の
規
律
に
つ
い

て
」
で
は
、
被
害
者
を
救
済

す
べ
き
「『
つ
け
込
み
型
』
勧

誘
」
が
「
消
費
者
が
合
理
的

な
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
事
情
（
脆
弱
性
）
を
有

し
て
お
り
、
そ
の
事
情
を
事

業
者
が
不
当
に
利
用
し
て
消

費
者
を
勧
誘
し
契
約
を
締
結

さ
せ
る
も
の
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
例
と
し
て

「
浅
慮（
検
討
時
間
を
不
当
に

制
限
し
、
当
該
時
間
内
に
契

約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
利
益

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨

を
告
げ
る
）」
や
「
幻
惑
（
生

計
等
に
関
す
る
願
望
を
実
現

す
る
意
欲
を
有
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
な
が
ら
、
そ
の
期

待
を
あ
お
り
、
当
該
願
望
が

実
現
す
る
か
否
か
は
明
ら
か

で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
契
約
を
締
結
す
れ
ば
願

望
が
実
現
す
る
旨
を
告
げ
た

り
断
定
す
る
行
為
）」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
▼
ど
こ
か

で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
構
図

だ
と
思
え
ま
せ
ん
か
？
（
倫
）

オンライン資格確認システム
運用開始後のトラブルの有無

Ｎ=2088
（運用開始した
医療機関）

あった
41％

なかった
59％

トラブル続出

運用開始したけれど…

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を

導
入
し
た
医
療
機
関
で
ト
ラ

ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
。

　
保
団
連
が
実
施
し
た
実
態

調
査
（
調
査
期
間
：
１０
月
１４

日
～
１１
月
２０
日
、
回
答
数
８

７
０
７
件
）
で
は
、
シ
ス
テ

ム
運
用
を
開
始
し
た
医
療
機

関
の
４１
％
が
「
ト
ラ
ブ
ル
・

不
具
合
が
あ
っ
た
」と
回
答
。

そ
の
内
容
と
し
て
、
４１
％
が

「
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
不
具

合
」
を
挙
げ
た
。

保
団
連
の
調
査
、　
　

各
紙
が
報
道

　
こ
う
し
た
保
団
連
の
調
査

内
容
に
マ
ス
コ
ミ
が
注
目

し
、
各
紙
で
報
道
さ
れ
て
い

る
。

　
共
同
通
信
は
１１
月
３０
日
に

「
マ
イ
ナ
保
険
証
、
４
割
で
不

具
合
」と
の
記
事
を
配
信
し
、

保
団
連
の
調
査
を
紹
介
。
多

く
の
地
方
紙
に
掲
載
さ
れ

た
。
東
京
新
聞
も
12
月
1
日

付
け
の
紙
面
で
、
保
団
連
の

調
査
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
保
団
連
は
、
１２
月
１
日
に

厚
労
省
要
請
を
実
施
。
医
療

現
場
に
混
乱
を
も
た
ら
す
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義
務

化
撤
回
を
強
く
求
め
た
。（
４

面
に
厚
労
省
要
請
と
調
査
の

概
要
）

※保団連 実態・意識調査
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保
険
証
廃
止
と
オ
ン
ラ

　
保
険
証
廃
止
と
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
義

イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
義

務
化
に
関
し
、
保
団
連
は

務
化
に
関
し
、
保
団
連
は

1010
月
か
ら

月
か
ら
1111
月
に
か
け

月
に
か
け

て
、
会
員
を
対
象
に
緊
急

て
、
会
員
を
対
象
に
緊
急

の
実
態
・
意
識
調
査
を
実

の
実
態
・
意
識
調
査
を
実

施
し
た
。
保
険
証
廃
止
に

施
し
た
。
保
険
証
廃
止
に

はは
66
割
以
上
が
反
対
し
て

割
以
上
が
反
対
し
て

お
り
、
医
療
現
場
の
混
乱

お
り
、
医
療
現
場
の
混
乱

と
困
惑
も
浮
き
彫
り
に
な

と
困
惑
も
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。
調
査
結
果
の
速
報

っ
た
。
調
査
結
果
の
速
報

を
紹
介
す
る
。

を
紹
介
す
る
。

ト
ラ
ブ
ル
の

ト
ラ
ブ
ル
の
66
割割

「
有
効
な
保
険
証
が
無
効
に
」

「
有
効
な
保
険
証
が
無
効
に
」

保険証廃止の政府方針について

Ｎ=8692

どちらでもない
23％

賛成
8％

反対
65％

無回答
4％

導入費用 半数超が持ち出し
保険証廃止・オンライン資格確認義務化 実態・意識調査速報

　
調
査
は
今
年
10
月
14
日
か

ら
11
月
20
日
に
か
け
て
実

施
。
全
国
の
会
員
が
ウ
ェ
ブ

フ
ォ
ー
ム
又
は
フ
ァ
ク
ス
で

回
答
し
た
。
回
答
数
は
8
7

0
7
件
（
医
科
診
療
所
5
1

8
6
件
、
歯
科
診
療
所
2
6

6
8
件
、
病
院
4
4
9
件
、

無
回
答
3
9
0
件
、
無
効
14

件
）。

　
保
険
証
廃
止
へ
の
賛
成
は

わ
ず
か
8
％
。
3
千
件
以
上

寄
せ
ら
れ
た
自
由
意
見
の
多

く
が
、
医
療
現
場
が
混
乱
す

る
と
の
懸
念
の
声
だ
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
を
運
用
開
始
し
た
医

療
機
関
は
24
％
で「
準
備
中
」

が
55
％
、「
導
入
し
な
い
・
で

き
な
い
」
は
15
％
と
な
っ
た
。

運
用
開
始
し
た
医
療
機
関
の

4
割
が
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
。

そ
の
内
容
で
は
、
有
効
な
保

険
証
が
無
効
に
な
る
と
い
う

も
の
が
最
も
多
か
っ
た
。

具体的な運用トラブル（複数回答）

患者とのトラブル

（％）
0 10 20 30 40 50 60 70

N＝855
（運用開始しトラブルが
あっ た医療機関）

発熱外来でオンライン資格確認が利用できない

訪問診療でオンライン資格確認が利用できない

業者とのトラブル（トラブル時のサポートが
遅い、得られないなど）

電子カルテ・レセコンなどの稼働に影響した

被保険者情報が迅速に反映されない（有
効な保険証でも「無効」と表示された）

カードリーダーの不具合

18

14

16

11

23

62

41

システム導入しない・できない理由

（％）

N＝1279（導入しな
い・できないと回答し
た医療機関）

0 10 20 30 40 50 60 70

単科など患者特性が限定

テナントや建物構造上、オンライン請求回線の整備が困難
システムの整備費用が補助金を上回る
オンライン請求をしていない
標榜時間が短い
オンライン請求回線に必要な光回線（NTT）が開通していない
情報漏えいやセキュリティ対策が不安
コロナ対応で準備する時間が取れない
レセコンや電子カルテなどの改修で多額の費用が発生する
レセプト返戻枚数がわずか
レセプト請求枚数が少ない
対応できるスタッフがいない、少ない
高齢で数年後に閉院予定

18

14
47

57

13

34

63

18

61
35

42
50

45

導入費用と補助金

Ｎ=5441（運用開始もしくは
導入準備中の医療機関）

補助金額の
範囲内だった
45％

無回答
1％

補助金額を
上回った
54％

　
シ
ス
テ
ム
導
入
準
備
中
の

医
療
機
関
の
91
％
が
、
そ
の

理
由
を
「
必
要
性
を
感
じ
て

い
な
い
が
療
養
担
当
規
則
で

　「
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
な
い

・
で
き
な
い
」
と
回
答
し
た

医
療
機
関
に
そ
の
理
由
を
尋

ね
た
。
情
報
漏
え
い
や
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
へ
の
不
安
の

大
き
さ
が
伺
え
た
。

義
務
化
さ
れ
た
か
ら
」
と
回

答
。
導
入
費
用
は
、
半
数
以

上
が
補
助
金
額
を
上
回
っ
て

い
る
。
不
要
な
シ
ス
テ
ム
を
、

厚
労
省
が
義
務
化
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
費
用
を
持
ち
出

し
な
が
ら
導
入
を
強
い
ら
れ

て
い
る
の
が
現
状
だ
。

保
険
証
廃
止
に

保
険
証
廃
止
に
6565
％
が
反
対

％
が
反
対

シ
ス
テ
ム
導
入
し
な
い
医
療
機
関

シ
ス
テ
ム
導
入
し
な
い
医
療
機
関

のの
6363
％「
情
報
漏
え
い
な
ど
不
安
」

％「
情
報
漏
え
い
な
ど
不
安
」

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
起
動
せ
ず

無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
招
く
義
務
化
は
延
期
・
撤
回
を

根
本
原
因
は
未
解
明

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ

ス
テ
ム
で
、
11
月
11
日
以
降

に
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
を
行
っ
た
後
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
エ
ラ
ー
が
発
生
し
、

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
起
動
し

な
い
事
象
が
発
生
し
て
い

る
。
保
団
連
が
ト
ラ
ブ
ル
の

全
容
把
握
と
原
因
究
明
を
求

め
る
と
、
厚
労
省
は
「
現
在
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
富
士
通
、

ア
ル
メ
ッ
ク
ス
が
製
造
し
た

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
動
作
不

良
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
暫

定
的
措
置
を
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
上
に
掲
載
し
た
が
、
根
本

原
因
は
調
査
中
」
と
釈
明
し

た
。
3
社
合
計
で
4
万
7
千

台
以
上
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

が
医
療
機
関
等
に
出
荷
さ
れ

て
い
る
。

　
保
団
連
は
「
ト
ラ
ブ
ル
発

生
か
ら
既
に
約
3
週
間
が
経

過
し
て
お
り
、
根
本
原
因
や

影
響
範
囲
な
ど
全
容
が
明
ら

か
に
さ
れ
な
い
中
、
各
医
療

機
関
や
ベ
ン
ダ
ー
の
対
応
も

困
難
を
極
め
る
。
ト
ラ
ブ
ル

時
の
責
任
分
界
点
も
曖
昧

で
、
相
談
窓
口
に
も
電
話
が

つ
な
が
ら
ず
、
不
安
と
混
乱

を
助
長
し
て
い
る
」
と
指
摘

し
、
改
善
を
求
め
た
。

　
ま
た
、
厚
労
省
は
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
専
用
端
末
の

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
強
制
的
に
停
止
し
て
お

り
、
保
団
連
は
「
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
が
脆
弱
と
な
る
」

と
指
摘
し
た
。
　

厚
労
省
「
4
情
報
の

手
入
力
で
確
認
を
」

　
厚
労
省
は
今
回
の
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
や
災
害

が
発
生
し
た
際
は
「
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
の

4
情
報
の
手
入
力
で
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
で
き
る
」
と

説
明
。
こ
れ
に
対
し
保
団
連

は
「
保
険
証
な
ら
目
視
で
確

認
で
き
る
も
の
を
、
全
患
者

の
4
情
報
を
打
ち
込
む
こ
と

に
な
れ
ば
事
務
量
が
増
え
、

現
実
的
で
は
な
い
」
と
批
判

し
た
。

　
シ
ス
テ
ム
運
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
改
定
も
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。
11
月
25
日
付
の
改
定

で
は
、
再
診
時
の
資
格
確
認

に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
は「
月

初
で
の
確
認
」
な
ど
各
医
療

機
関
の
運
用
慣
行
を
優
先
す

る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
て
い

た
の
が
、
原
則
「
都
度
確
認
」

と
な
っ
た
。

　
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
で
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に

つ
い
て
、
保
団
連
は
12
月
1
日
、
厚
労
省
要
請
を
行
い
、

ト
ラ
ブ
ル
の
全
容
把
握
と
根
本
原
因
の
解
明
と
と
も
に
、

医
療
現
場
に
混
乱
を
も
た
ら
す
シ
ス
テ
ム
の
義
務
化
撤
回

を
強
く
求
め
た
。（
1
面
の
つ
づ
き
）

　
シ
ス
テ
ム
整
備
が
進
み
、

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
者
が

増
え
れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
や
混

乱
が
拡
大
す
る
こ
と
は
必
至

だ
。
今
後
も
大
規
模
な
シ
ス

テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
恐

れ
も
あ
る
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
も
十

分
に
さ
れ
て
い
な
い
上
、
シ

ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
の
責
任
は

各
医
療
機
関
に
押
し
付
け
ら

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

トラブルが多発する中、手入力での確認を求める厚労省

※厚労省要請（12月1日）での保団連と厚労省の主なやりとり

ト
ラ
ブ
ル
事
例
募
集

　
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
ト
ラ

ブ
ル
を
経
験
し
た
方
で
、
マ

ス
コ
ミ
取
材
対
応
が
可
能
な

方
を
募
集
し
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
問
い
合
わ
せ
フ
ォ

ー
ム
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


